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◆第１委員会室◆ 

 

若い世代の政治への参加、ＳＮＳの活用などについて、活発な意見交換が

行われました。 
 

    
 

【議員 ９名】 

座長：清水  勉 

議員：中野 雅史、金山 成樹、関本 真樹、斎藤 有紀、福西 広理 

工藤 将之、大国 正博、藤野 良次 

【高校生 １０名】 

県立高円芸術高等学校 

紙谷 夢咲、柴原 康太 

県立郡山高等学校 

武内 蒼太、井出 律貴、川村 朋花、福井 玲名 

県立五條高等学校 

山本真由奈、本田 好亜、楳原 涼太、楳田 一剛 

 

＜高校生からの感想・意見＞ 

・高校生議会に参加したことで、議会や政治を身近に感じ、１８歳になれば選挙に行

こうと考えるきっかけになった。 

・若い世代の政治への関心を高め、投票率を上げるためには、ＳＮＳを活用し、政治

家それぞれの人柄などが伝わるよう工夫した取り組みが重要と考える。 

・政治に関して自ら情報収集して判断できるようになりたいと思うようになった。 

 

＜議員からの感想・意見＞ 

・誰しもが平等に選挙で投票できる事が民主主義の基本であり、その中で先人たちか

ら受け継がれてきたのが今の自由で平和な日本である。本日の高校生議会を良い機

会として、若者がこの先どう社会と向き合い、政治に関わっていくのかを考えても

らえればと思う。 
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◆第２委員会室◆ 

 

若者の政治参加のための工夫や、将来、奈良県で働くことなどについて、

活発な意見交換が行われました。 
 

    

 

【議員 １０名】 

座長：藤田 幸代 

議員：川口 延良、 髙 清友、星川 大地、松木秀一郎、清田 典章 

伊藤 將也、中川  崇、田中 惟允、山村 幸穂 

【高校生 １１名】 

県立大学附属高等学校 

髙橋トーマス泰河、川村奈桜子、小沼柚佳里 

奈良女子大学附属中等教育学校 

島田  葵、山本 ゆい、井上 眞那、廣重 舞奈 

県立香芝高等学校 

橋渡 幸青、原田 美和、隅田 詩季、計盛 苺花 

 

＜高校生からの感想・意見＞ 

・投票率が低いのは、自分だけだと１票のため、効果がないと思ってしまう。また、

誰に入れても結局どこの党でも同じなのではないかというところから、関心が離れ

ていっているのではないかと思う。 

・１８歳は受験生が多く、選挙演説などは聞くことがないので、１７歳まで年齢を引

き下げれば１７歳、１８歳、１９歳と投票率は上がると思う。 

・今回、高校生議員が質問していることに対しては、既に議員が考えていることが多

かった。私たちが思っている以上に奈良県議会ではいろいろ考えてくれていること

がよく分かった。 

・高校生議会に参加できる生徒は少数のため、議員に学校に来ていただき、全校生徒

が触れる機会が増えればよいと思う。 

 

＜議員からの感想・意見＞ 

・通学に対する交通費補助など、自分たちに一番身近なテーマから考えて、それが大

きな声になれば政治を動かすことに関わってくる。期待しないから何も言わないで

おくということではなく、みんなで相談したことがひとつの大きな声になれば、そ

れが政治を動かしていくことになる。 

・文系だ、理系だということではなく、社会と理科を両方使わないと問題の核心に触

れることや解決方法を考えていくことができない。ふだんの勉強が、課題の解決に

もつながっていくということを実感しながら勉強していってほしい。 
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◆第３委員会室◆ 

 

情報発信や政治参加への思いなどについて、活発な意見交換が行われました。 
 

    
 

【議員 ９名】 

座長：若林かずみ 

議員：川口  信、山田 洋平、原山 大亮、小村 尚己、 

   亀甲 義明、小林  誠、佐藤 光紀、森山 賀文 

 

【高校生 １２名】 

県立国際高等学校 

岸部  暦、下村  晴、山﨑李了亜、長屋 枝里 

大和高田市立高田商業高等学校 

西田 早希、奥田 夢詩、山本 実奈、藤村 美瑠 

聖心学園中等教育学校 

池田 壮汰、関  翔太、永井 遼佑、領内 遙大 

 

＜高校生からの感想・意見＞ 

・今回一つの問題について何ヶ月もかけて調べたことで、思いついた解決策にもメリ

ット・デメリットがあり、多面的に考える必要があることを実感した。 

・若者の支持を集めるには、ＳＮＳを活用した情報発信に取り組むべき。 

・実際に知事や県議会議員の前で意見を述べることで、政治参加の実感が高まった。 

・地産地消について、消費者目線で質問したが、答弁には生産者目線の取組も含まれ

ていたことが以外だった。 

 

＜議員からの感想・意見＞ 

・政治家には、達成したいものやつくりたい世の中など、皆さんに伝えたいことがあ

る。若者のアイデアも聞いて、それらを伝えられるような発信をしていきたい。 

・実際の県議会で質問する際は、自分なりの答えを持って問うようにしているが、思

い描いていた答弁を得られない時もある。県には県の、議員には議員の考えがあり、

本会議や委員会での質問を重ねることで、県の方向性を変えることにつながると思

っている。 

 


